






要約:乳幼児突然死症候群(SlDS)のスクリーニングを目的として, aPParent life

threatening events(ALTE)をおこした例および SlDS で亡くなった例の次子と健常乳児と

で気道閉塞試験を施行し,%prolongationの比較検討を行った。症例数はALTE群 16例、SlDS

次子群 7例と増加したが、これまでの検討結果と同様に ALTE 群と健常乳児(コントロール)

群の比較すると生後 3 ヶ月では ALTE 群において%prolongation はコントロール群に比べ

低値をとったのに対し,生後 6 ヶ月では ALTE 群の%prolongation は生後 3 ヶ月に比ベ延長

が認められ,コントロール群との差は縮まっていた.また, SIDS 次子群とコントロール群

の比較では生後 1 ヶ月の時点での%prolongation に差はみられなかった．症例数が増加し

ても同様の傾向が認められたことから、気道閉塞試験による%prolongation 測定の, ALTE

をおこしやすいグループおよび時期のスクリーニング検査としての信頼性が高まった。ま

た、気道閉塞棒を用いた簡易スクリーニング検査の検討も行ったが、これに関しては再現

性のあるデータが得られず失敗に終わった。


